
後藤希友選手の飛躍 ２０２２ 

 

 昨年の東京オリンピックで女子ソフトボールチームは金メダルを

獲得しました。そのチームでピッチャーとして活躍した後藤 希友選

手は、熱田区出身ということもあり、昨年 8 月 4 日に熱田区役所へ訪

問していただき優勝報告をされました。 

 あれから、1 年以上の時間が流れた今、後藤選手の現在の活躍状況

について追跡・確認しました。 

  

 後藤選手は、現在、「トヨタレッドテリアーズ」に所属しており、ニ

トリＪＤ.ＬＥＡＧＵＥ2022（ＪＤリーグ）の西地区のレギュラーシー

ズン（リーグ戦）を戦っています。 

ＪＤリーグとは、日本女子ソフトボールリーグ機構が主催するソフ

トボールのリーグ戦で今年度から創設された新リーグです。 

  

 このリーグ戦は、2022 年 3 月からシーズンが始まりましたが、10

月 24 日（月曜日）に最終戦を迎えたので、豊橋市民球場へ観戦に行っ

てきました。 

対戦相手は伊予銀行です。後藤選手は、先発ピッチャーとしてスタ

ーティングメンバーに名を連ねました。 
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試合は、トヨタが１回裏に２点を先制し、3 回表に 1 点を奪われた

ものの、その後、両チームとも無得点だったためトヨタが勝利を収め

ました。 

後藤選手は 4 回を 1 失点に抑え、勝利投手になりました。 

 

 

この試合は、リーグ戦の最終戦だったため以下の通り、チーム順位

と個人成績が確定しました。 

1 2 3 4 5 6 7 合計

伊予銀行 0 0 1 0 0 0 0 1

ト　 ヨ 　タ 2 0 0 0 0 0 × 2



レギュラーシーズン西地区のチーム成績表 

 

 

レギュラーシーズン西地区の個人成績表 

 

 

上記のとおり、レギュラーシーズン（西地区）において、トヨタは

優勝し、個人成績では後藤選手が防御率及び勝利数において 1 位の成

績を収められました。 

トヨタはレギュラーシーズン（西地区）で優勝しましたが、この先

は、プロ野球等と同様に、東地区も含めたリーグ戦の上位チームによ

るダイヤモンドシリーズ（トーナメント戦）により初代王者が決定し

ます。 

ダイヤモンドシリーズのトーナメント表は以下の通りです。 

順位 チーム名 試合数 勝 敗 勝率 差

1 トヨタ 29 24 5 0.828 －

2 豊田自動織機 29 19 10 0.655 5.0

3 SGホールディングス 29 18 11 0.621 6.0

※8チーム中、上位3チームを掲載

順位 名前 チーム 防御率 試合数 勝 敗 投球回 勝率

1 後藤　希友 トヨタ 0.47 22 13 1 88 2/3 0.929

2 ダラス・エスコベド 豊田織機 0.90 20 10 7 116 2/3 0.588

3 カーヤ・バーナビー SGH 1.13 15 9 3 93 1/3 0.750

※防御率が低い順で上位3名を掲載



 

 
 
 

今後のトヨタの試合予定は、11 月 12 日（土曜日）10 時 30 分から

千葉県の ZOZO マリンスタジアムで準決勝、勝てば 11 月 13 日（日

曜日）13 時 00 分から決勝戦が行わる予定となっています。 

今後の試合において、後藤選手が日頃の実力を発揮し活躍されるこ

とを願っています。 

 

後藤選手の目標は、「オリンピックで優勝すること」と発言されてい

ることからも、オリンピックへの強い思いが感じられます。 
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次のオリンピックは、2 年後の 2024 年にパリで開催が予定されて

いますが、ソフトボールは正式競技から除外されています。 

ただし、2028 年のロサンゼルスオリンピックではソフトボールが追

加協議の9候補の1つに入っているので正式競技に復活する可能性は

残されています。 

 

後藤選手の夢がかなって、ふたたび熱田区役所に訪問されることを

願いながら今後も後藤選手を応援していきたいと思います。 

 

 

 


